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1 緒言

手洗い法の原理・看護技術は院内感染予防対策におい
て、もっとも基本的であり、看護基礎教育に不可欠であ
る。本学カリキュラムの場合、基礎看護学の中で一過性
菌の除去を目的とした「衛生的手洗い法」と、成人保健
看護領域の周手術期看護の中で、高水準の手洗い法とし
て「手術時手洗い」の演習を行っている。現在の臨床現
場では、「手術時手洗い」の方法として、ヒュールブリ
ンガー変法、短時間サージカルスクラブ、ラビング法な
どがある。ブラシの有用性、消毒剤別の消毒効果、手術
時手洗いと手荒れとの関連、手洗い水は水道水か滅菌水
かについて調べた報告１～７）がみられるように一定の手洗
い方式が用いられているわけではない。従来の「手術時
手洗い」の問題点に対する新しい試みは、国内・国外に
おいて医師や手術室看護師、医学教育や看護教育の立場
から検証され、様々な方法と学説が混在する現状であ
る。

手洗い法の学習は、知識の残存度が高い形式(図１)８、

９）の学内実習で行っている。「衛生的手洗い法」では蛍
光塗料を用いて洗い残した汚れを視覚化する方法を取入
れ10)、「手術時手洗い」では、手指付着菌や常在菌をぺた
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んチェック(簡易細菌検査法)によって、コロニーの数・
色・形・臭い等を評価する方法を取入れている。学生
は、洗い方や洗い残しやすい部位の確認、汚れは簡単に
は落とせないことに重点を置いた学習から、手指に付着
する菌、手に生息する菌を視覚的に実感すること、すべ
て滅菌した使用物品を用いて一定の洗い方や消毒剤によ
る減菌効果を確認する学習へと段階を踏むことになる。

今回、成人保健看護領域の「手術時手洗い」演習にお
いて、本学3年生82名がぺたんチェックスタンプ法11）を
用いた減菌効果を確認するための実験を行い、その結果
をもとに「手術時手洗い」の演習方法と結果の評価につ
いて検討した。また学生の演習後のレポートから「手術
時手洗い」演習の波及効果を捉える試みをした。即ち

「手術時手洗い」の演習において、スタンプ法を用いた
手指付着菌の評価の有用性及び今後の演習方法に役立て
ることが目的である。

「手術時手洗い」の演習プログラム
当該演習「成人保健看護方法Ⅱ(急性期看護)―３単

位・60時間」は、講義の一単元周手術期看護である。82
名はA・Bの２クラスで登録されており、各クラスは感
染予防についての講義の後、術前・術中・術後の演習が
行われる。「手術時手洗い」の演習は、学生は演習室に
集合し、手術衣に着替え、マスク、キャップを装着す
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－ぺたんチェックスタンプ法（簡易細菌検査法）を取入れて－



る。ここで手洗い前のぺたんチェック行う。次いで石け
んで衛生的手洗いを行い、教員による「手術時手洗い」
のデモンストレーションを見学した後、実施する。そし
て「手術時手洗い」の完了後ぺたんチェックを行う。

「手術時手洗い」の演習の目標と方法は、表1に示した。

2 研究対象と方法

対象：本学３年次82名の「手術時手洗い」の演習の結

果と記録
１. 手洗い前と「手術時手洗い」後のぺたんチェック

の結果
２. 演習終了後に提出されたレポート

方法１：ぺたんチェックによる測定方法　
１）市販の環境微生物検査用ぺたんチェック標準寒

天培地（栄研）のプラスチックプレ－トの底面
（20 cm2）は、５等分に区画（４cm2）し、１から
５の番号を付す。このプレ－トを１人当たり２個
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準備する。
２）手洗い前と「手術時手洗い」後の指を、右手の

母指から第５指まで順序よく一定の力が加わるよ
うに寒天プレートに押しつける。実施法について
は、演習の事前学習資料として配付し、実施前に
も再度簡単な説明を行う。力の加減は秤を準備す
る

３）プレートを37℃、 24時間培養後、学生及び担
当教員は生育したコロニー数（cfu：colony form-
ing units）を算出する

４）手洗い前と「手術時手洗い」後のぺたんチェッ
クの結果を局所的・半定量的に評価し、比較検討
する

方法２：演習記録より「手術時手洗い」の演習によ
る波及効果を捉える

１）演習事前学習、手指付着菌の観察記録の内容を
抽出する

２）演習レポートの内容から課題に添って主な物を
抽出する。

倫理的配慮：研究データとして使用することについ
て、授業の中で各クラスの結果を説明し、その後学生
より了解を得た。

3 結果

１　ぺたんチェックの結果
「手術時手洗い」前・後の結果を右手の各手指のコ

ロニー数を数えた。ABクラス全員が「手術時手洗い」

後は明らかに減菌していた。また82人全員の5本指合
計の平均は手洗い前8.32で、「手術時手洗い」後0.3で
あった（図４）。また ５本指の合計クラス平均値は、
Aクラスの手洗い「前」は8.26、手洗い「後」は0.36
で、Bクラスの「前」は8.2、「後」は0.24であった（図
５）。手洗い前のコロニー数から手洗い後のコロニー
数の平均の差（減菌比）はAクラス7.9 、Bクラス7.96
であった。クラスによる差はほとんど見られなかっ
た。

右手における全指陰性の人数は82人中50人（60.9％）
であり、陰性指の数351（85．6％）である。

２　「手術時手洗い」の除菌率
局所的な評価であるため、同部位での比較しか行う

ことができないが、５本の指とも「手術時手洗い」直
後では明らかな減菌効果があった。82人全員の平均コ
ロニー数で示すと、手洗い前は母指10.3、第２指10.2、
第３指8.8、第４指 6.9 、小指5.3 、５本指合計41.2cfu
であった。手洗い後は母指0.6、第２指0.4、第３指0.3、
第４指 0.2、小指0.1 、５本指合計1.5cfuであった。

（（図６）
３　「手術時手洗い」の演習における波及効果

q手指付着菌に関する表現（色、形、数、臭い、菌
の存在）、w洗い方・技術に関する表現（部位、ブラ
シの取り扱い方、ブラシの刺激痛）、e手指の状態に
関する表現（爪、ささくれ）、r患者に与える影響に
関する表現（手術を受ける患者の生命への影響）、t

手術時手洗いの効果および消毒効果に関する表現、y
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その他自己の反省（体力が必要）に関するキーワード
を捉える事ができた。

表４には、演習で学んだ各記録類と演習レポートか
ら抽出した内容を示した。（表４）。

4 考察

今回の演習では、消毒剤は多くの施設で使用率が高く
14）、高い消毒・洗浄効果と抗菌スペクトルが大である
7.5% ポピドンヨードを使用した。また東京大学医学部付
属病院および関東病院等で現在採用されている６分間１
回の手術時手洗い方法12）にもとづきながら、ブラシは耐
熱性滅菌ブラシ１個を使用し、手拭きには２枚の滅菌タ
オルを用いた。細菌学的測定法として、処置時にもっと
も創に接触する機会が多く、汚染度が高い13）右手の指先
をスタンプ法で局所的に測定した。

スタンプ法は定量的な測定法ではなく、定性的検査法
であるが、局所的・半定量的に評価した。従って同部位
に限定した比較しか行うことができないが、手洗い直後
の５本の指における明らかな減菌効果から、「手術時手
洗い」の効果を検証した。手洗い前は母指と第２指のコ
ロニー数が多かったが、明らかな減菌効果と共に、手洗
い後の部位別残菌数の結果は、親指が高いことが確認で
きた。基礎看護方法における「衛生的手洗い法」の実習
において、習慣的な手洗い行動を視覚的に客観視させた

教育方法では、リアルタイムに評価できる蛍光塗料によ
る汚染状況の判定結果を取り入れている。その「衛生的
手洗い法」における洗い残しが多かった部位も親指先で
あり今回の結果と一致する15）。このことは消毒薬と物理
的な方法を用いても、なお洗い残し、細菌が残ることが
あるということが理解できると共に、対策についても考
えるきっかけとなる。

手洗いの実習では、細菌学的評価に手指全部位の残菌
数を定量的評価ができ、信頼性が高いグローブジュース
法やパームスプリング法がよく用いられている。しかし
我々は、手洗い法を段階的に学ばせていくための検査法
としてペタンチェックを用い、手指の一部の残菌数を知
ることで全体を推測し、また培地上に発育したコロニー
の形態を見ることができる方法で行った。

この演習における減菌比は指先に関しては他のグロー
ブジュース法などでのデータと比較はできないものの
Fingerprint plat法による医学生手洗実習の結果３）を参考
すると、既データは、全指陰性の人数は59人中８人

（14％）であり陰性指の数408（69.2％）である。今回は、
片手のみ全指陰性の人数は82人中50人（60.9％）であり
陰性指の数351（85.6％）である。これらの成績を比較
した場合、今回の実験結果は良いといえる。

今回は手技・時間を統一して演習を行ったが、手洗い
には手洗い手技の稚拙、所要時間、手荒れなどの他、用
いた消毒薬の効果が影響するといわれている。学生には

「手術時手洗い」に影響する様々な事項に着目させると
共にエビデンスに基づいた基本概念を理解させる必要が
ある。そのために事前学習、手指付着菌数記録、演習レ
ポートを課している。また演習後の最初の授業において
報告し学生の学習目標達成を補足している。

「手術時手洗い」の演習における波及効果は、表４に
演習で学んだ各記録類と演習レポートから抽出した内容
を示してある。抽出した６つの項目は、手術時手洗いの
実習目標の５つについての関心をもてていることにもな
ると考える。

ブラシの問題や手揉み洗い、7.5％ポピドンヨード以
外の消毒薬、手ふき・滅菌物品、水道水と滅菌水などに
学生の視点を向けられるようにする必要がある。更にビ
デオによる振り返りも授業の最後に取入れている。「手
術時手洗い」の目的は手術部位感染を防止すること、目
標は通過菌を完全に洗浄除去し、手術中に手袋が破損し
た場合を考慮して皮膚常在菌叢の菌数を極力減少させて
おくことで、その基本は「まず洗浄して消毒」である
16）。｢手術時手洗い｣に多く用いられている手指消毒は、
7.5％ポピドンヨード、グルコン酸クロルヘキシジン

（ヒビスクラブ）である。演習室には、消毒剤の知識を
広げるためとヨードアレルギーのある学生のため、7.5％
ポピドンヨード、グルコン酸クロルヘキシジン（ヒビス
クラブ）を準備した。しかし学生全員が7.5％ポピドン
ヨードを使用しており、ヨードアレルギーを申告した学
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生もおらず、また実際にグルコン酸クロルヘキシジンを
試した学生もいなかった。洗う技術に視点が傾き、消毒
薬についての関心は高くなかったのではないかと考えら
れるため、今後検討を要する。

慣習的に多くの病院で用いられている硬いブラシは、
皮膚損傷が細菌の定着を促進するとして近年、ブラッシ
ング法からラピング主体へ、爪周辺や指間に限定したブ
ラシ使用、柔らかいブラシやディスポブラシ、スポンジ
ブラシ等の検討や、手術時手洗いの最適時間は消毒薬に
よって異なることが示されている。消毒薬選択基準とし
て、皮膚に安全で、抗菌スペクトルが広く、速効性で、
効果が持続し、経済的、洗浄効果の高い配合剤が含まれ
ている等の条件を学生に考えさせる事が必要だと考え
る。このような医療現場の現状を踏まえ二つのレベルの

「衛生的手洗法」｢手術時手洗い法｣を学習することは、
科学的な根拠の裏付けをもって、感染防止の基本的法則
を学ぶために有用であると考える。

この学内演習を終えて学生は隣地実習へ臨み、慢性・
急性期実習における病棟での手洗いを実施、手術室実習
での「手術時手洗い」を見学あるいは体験する。このよ
うな演習は、多くの時間や予算を伴うが、今回2年を経
験し、「手術時手洗い」の演習で手指付着菌のスタンプ
法を用いた実験を取入れた方法の確立ができつつあるこ
とから引き続き展開していくことが重要である。

5 結論

１. 成人保健看護の周手術期看護演習では、「手術時手
洗い」の結果の評価にぺたんチェック法を取入れて実
験を行い、局所的・半定量的に評価した結果、手洗い
前・後のコロニー数の平均の差（減菌比）はAクラス
7.90、Bクラス7.96であった。またABクラス全員が手
洗い後は明らかに減菌していた。

２. 82人学生全員の手洗い直後のぺたんチェックによ
る明確な減菌結果は、「手術時手洗い」の効果を理解
することができる。

３. 今回の「手術時手洗い」前・後の結果は、母指と
第2 指は菌数が多く、残菌数は親指が高かった。

４. ぺたんチェックを取入れた演習に伴う測定記録・
演習レポート等から波及効果を捉えた。手指付着菌に
関する表現、洗い方・技術に関する表現、手指の状態
に関する表現、患者に与える影響に関する表現、手術
時手洗いの効果および消毒効果に関する表現に関する
キーワードを捉える事ができた。
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Educational evaluation of technical practice
for surgical hand scrub

－Use of Petan check stamp method (Eiken)－

Nakasone Yoko, R.N., M.H.S.1) Akamine Itsuko, R.N., M.H.S.1) Ishikawa Rimiko, R.N.,
M.H.S.1) Yosikawa Chieko, R.N., L.L.B.1) Ito Sachiko, R.N., B.S.N.1)

To learn the hands washing technique for nurse student is important to prevent the spread of infec-
tions, and educational approach is also important to have the students understand it well. To evaluate the
educational approach of the surgical hand scrub in our college curriculum, we used the market products
"Petan check stamp method" by comparing the bacterial corny counts on fingers before and after the surgi-
cal hand scrub.

Eighty-two students were stamped their fingers on Petan check before and after hands washing, and
the stamp was incubated for overnight.  Student counted microbiological colony on the stamp, and reported
it.  After washing hands, a number of colonies on the right hand fingers of them were reduced remarkably,
and they could estimate clearly the effect of the surgical hand scrub. The wash less parts by surgical hand
scrub was same position in the hygienic hand washing. The student could understand 5 classified of accom-
plish level in this educational approach.

These results indicate that Petan check stamp method is useful tool to educate the hand washing tech-
nique for the student.  

Keywords:  the surgical hand scrub, estimate education, petan check stamp method, bacteria on fingers
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